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中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に
対
し
て

一
般
的
に
女
子
教
育
が
遅
れ
て
い
る
、

紛
争
が
多
発
す
る
危
険
な
地
域
で
あ
る
、

あ
る
い
は
テ
ロ
実
行
犯
を
育
て
る
教
育

が
秘
密
裏
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
な
ど
と
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
科
学
技
術
を
世
界
的

に
先
導
し
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
以
前

か
ら
学
問
体
系
や
教
育
制
度
も
存
在
し

た
こ
と
か
ら
、
中
東
地
域
は
教
育
開
発

が
「
遅
れ
て
い
る
」
状
況
で
は
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
伝
統
的
な
教
育
制
度
、

代
表
的
な
国
に
お
け
る
教
育
制
度
と
現

状
、
そ
し
て
教
育
開
発
の
こ
れ
か
ら
の

視
点
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

●
伝
統
的
な
教
育
と
国
民
教
育

伝
統
的
な
教
育
の
方
法
や
場
所
を
近

代
学
校
教
育
の
文
脈
で
捉
え
る
こ
と
は

時
に
難
し
い
。
こ
の
地
域
で
は
一
一
世

紀
に
は
マ
ク
タ
ブ
や
マ
ド
ラ
サ
と
呼
ば

れ
る
初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
の

教
育
機
関
と
寄
宿
制
や
奨
学
金
な
ど
の

制
度
を
構
築
し
て
い
た
。
そ
の
教
育
は

ア
ラ
ビ
ア
語
、法
学
、神
学
、ハ
デ
ィ
ー

ス
学
、天
文
学
を
含
み
、ウ
ラ
マ
ー
（
官

僚
や
裁
判
官
、学
者
、教
師
、イ
ス
ラ
ー

ム
諸
学
知
識
人
）
の
養
成
も
行
っ
て
い

た
。
こ
れ
ら
多
く
の
教
育
機
関
は
国
家

の
管
理
を
受
け
ず
、
財
源
は
民
間
の
基

金
が
主
で
、
教
育
内
容
は
教
師
の
裁
量

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
国

民
国
家
と
い
う
領
域
に
も
と
づ
く
管
理

は
、
世
界
宗
教
の
前
に
は
あ
ま
り
意
味

を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
後
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が

ロ
シ
ア
に
敗
北
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ

ジ
プ
ト
遠
征
な
ど
に
よ
っ
て
、
イ
ス

ラ
ー
ム
世
界
は
衝
撃
を
受
け
た
。
教
育

を
通
し
た
近
代
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
伝
統
的
教
育
に
加
え
軍
事
学

校
や
医
学
校
な
ど
を
設
立
し
、
同
時
に

西
欧
に
多
く
の
留
学
生
を
派
遣
し
た
。

こ
う
し
た
近
代
国
家
に
よ
る
国
民
教

育
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
と
い
う
二
重

の
教
育
制
度
は
、
今
日
も
続
い
て
い
る
。

現
在
の
中
東
諸
国
に
お
い
て
は
、
オ

イ
ル
マ
ネ
ー
を
背
景
に
し
た
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
で
あ
れ
、
天
然
資
源
に
乏
し
い

ヨ
ル
ダ
ン
で
あ
れ
、
公
立
学
校
に
よ
る

無
償
の
教
育
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、
義

務
教
育
段
階
だ
け
で
な
く
大
学
も
含
ま

れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
地
域

に
お
け
る
就
学
率
の
男
女
差
は
ほ
ぼ
無

い
も
の
の
、
一
部
の
紛
争
地
域
で
は
安

全
保
障
の
課
題
が
大
き
い
。

●
代
表
的
な
国
々
の
状
況

エ
ジ
プ
ト
で
は
、
一
九
五
二
年
の
革

命
後
、
国
民
教
育
が
国
家
建
設
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
各
種
教
育
機
関

と
制
度
の
一
元
化
が
図
ら
れ
た
。
現
行

制
度
で
は
、
小
学
校
六
年
と
中
学
校
三

年
が
義
務
教
育
で
、
そ
の
後
に
は
三
年

間
の
普
通
課
程
ま
た
は
三
年
か
ら
五
年

間
の
職
業
課
程
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
修
了
試
験
は
大
学
入
試
と
し
て
も

使
わ
れ
る
。
最
近
の
就
学
率
は
小
学
校

で
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
、
中
学
校
で
九
割
以

上
、
高
校
が
約
七
割
、
大
学
等
が
三
割

弱
で
あ
る
。
教
授
言
語
は
ア
ラ
ビ
ア
語

で
、
一
部
で
は
英
語
を
使
っ
た
学
校
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
公
立
の
教
育
機

関
は
す
べ
て
無
償
で
あ
る
。
高
等
教
育

機
関
は
、
カ
イ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
大
学

な
ど
外
国
資
本
に
よ
る
一
〇
の
私
立
大

学
を
除
き
、
カ
イ
ロ
大
学
な
ど
二
六
校

す
べ
て
国
立
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
イ

ス
ラ
ー
ム
系
の
教
育
機
関
に
は
、
一
〇

世
紀
よ
り
続
く
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
最

高
学
府
と
さ
れ
る
ア
ズ
ハ
ル
大
学
（
世

界
最
古
の
大
学
）
が
含
ま
れ
、
附
属
の

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
存
在
す
る
。

ト
ル
コ
で
は
、
一
九
二
三
年
の
共
和

国
建
国
の
際
、
世
俗
主
義
に
よ
る
近
代

学
校
教
育
が
導
入
さ
れ
、
一
時
は
宗
教

教
育
施
設
を
完
全
閉
鎖
し
た
。
教
授
言

語
を
ト
ル
コ
語
の
み
と
し
、
一
九
二
八

年
に
は
ラ
テ
ン
文
字
に
よ
る
ト
ル
コ
語

表
記
で
統
一
し
た
。
表
音
文
字
と
な
っ

た
ラ
テ
ン
文
字
に
よ
り
、
識
字
率
は
オ

ス
マ
ン
帝
国
時
代
よ
り
高
ま
っ
た
。
Ｅ

Ｆ
Ａ
が
最
も
影
響
し
た
一
九
九
七
年
の

教
育
改
革
で
は
、
五
年
か
ら
八
年
へ
と

義
務
教
育
期
間
を
延
長
し
、
女
子
の
就

学
率
は
大
き
く
上
昇
し
た
。
当
時
、
男

女
差
が
大
き
か
っ
た
東
部
や
東
南
部
地

中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に
み
る

多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ

【
地
域
編
：
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
】
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中東・イスラーム地域にみる多様な教育ニーズ

方
に
お
い
て
女
子
教
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
ユ
ニ
セ
フ
と
と
も
に
展
開
さ
れ
、
世

銀
お
よ
び
欧
州
連
合
か
ら
の
ロ
ー
ン
支

援
も
得
ら
れ
た
。二
〇
一
二
年
に
は
四
・

四
・
四
制
の
義
務
教
育
が
導
入
さ
れ
、

最
初
の
八
年
間
の
就
学
率
は
男
女
と
も

一
〇
〇
％
で
あ
る
。
全
学
校
の
九
五
％

ほ
ど
の
公
立
学
校
に
は
、
ア
ナ
ド
ル
・

リ
セ
と
呼
ば
れ
る
少
人
数
教
育
を
提
供

す
る
高
校
の
他
、
普
通
学
校
、
職
業
学

校
が
あ
る
。
職
業
学
校
の
割
合
を
高
め

る
と
い
う
国
家
計
画
に
は
宗
教
指
導
者

養
成
学
校
が
含
ま
れ
る
。現
在
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
影
響
が
教
育
上
望
ま
し
く
な

い
と
考
え
る
者
も
増
え
、
宗
教
指
導
者

に
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
職
業
学
校
へ
進
学
す

る
女
子
も
増
加
し
て
い
る
。

イ
ラ
ン
で
は
古
く
は
一
八
五
一
年
に

近
代
高
等
教
育
機
関
が
開
校
し
、
一
八

五
八
年
に
は
教
育
省
が
設
置
さ
れ
た
。

一
九
〇
七
年
憲
法
に
は
、
学
問
の
自
由

お
よ
び
政
府
に
よ
る
学
校
設
立
と
管
理

運
営
が
盛
り
込
ま
れ
、
二
〇
世
紀
初
頭

か
ら
半
ば
に
は
公
教
育
制
度
が
整
備
さ

れ
、
マ
ク
タ
ブ
は
衰
退
し
、
神
学
校
も

傍
流
に
追
い
や
ら
れ
た
。
一
九
三
四
年

に
は
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
が
開
校
し
、
一
九

四
三
年
に
は
義
務
教
育
法
の
制
定
、
一

九
六
三
年
か
ら
は
全
国
の
村
落
に
識
字

教
育
を
担
当
す
る
教
育
部
隊
が
派
遣
さ

れ
た
。
一
九
七
九
年
の
革
命
で
誕
生
し

た
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
は
、
教
育
制
度

を
継
承
し
つ
つ
も
、
男
女
別
学
、
同
性

教
員
の
配
置
、女
子
・
女
性
教
員
の
ベ
ー

ル
・
コ
ー
ト
着
用
の
義
務
な
ど
、
学
校

環
境
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
進
め
た
。
教

授
言
語
は
ペ
ル
シ
ャ
語
だ
が
、
ア
ラ
ビ

ア
語
の
学
習
が
義
務
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
政
策
は
保
守
層
の
支
持
を
受
け
、
特

に
女
子
の
就
学
率
向
上
、
農
村
部
で
の

学
校
建
設
を
進
め
、
小
学
校
の
就
学
率

を
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
と
し
た
。
現
在
、五
・

三
・
三
制
の
教
育
制
度
を
持
ち
、
全
国

統
一
試
験
を
経
て
政
府
系
大
学
ま
た
は

全
国
に
一
三
〇
以
上
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

持
つ
イ
ス
ラ
ー
ム
自
由
大
学
へ
と
進
学

す
る
。
一
九
九
八
年
以
降
、
政
府
系
大

学
の
合
格
者
に
占
め
る
女
性
の
比
率
が

五
〇
％
を
越
え
る
学
部
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
ま
た
、
教
育
省
と
科
学
研
究
技

術
省
の
管
轄
外
に
あ
る
神
学
校
に
進
学

す
る
若
者
も
増
え
、
女
子
の
た
め
の
神

学
校
の
設
置
も
増
え
て
い
る
。

し
か
し
、
中
東
地
域
で
は
近
年
の
教

育
開
発
が
順
調
で
な
か
っ
た
国
も
あ
る
。

例
え
ば
、
イ
ラ
ク
で
は
二
〇
〇
三
年
に

フ
セ
イ
ン
体
制
が
崩
壊
し
た
後
の
新
政

権
で
も
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
に
始
ま
っ
て

い
た
近
代
学
校
教
育
（
六
・
三
・
三
制
）

が
引
き
継
が
れ
た
。
義
務
教
育
六
年
を

無
償
と
し
、
国
語
を
ア
ラ
ビ
ア
語
と
し

た
が
、
北
部
の
ク
ル
ド
人
自
治
区
で
は

ク
ル
ド
語
が
公
用
語
し
て
教
え
ら
れ
て

い
る
。
二
〇
一
四
年
七
月
現
在
、
イ
ラ

ク
は
再
び
困
難
な
状
態
に
あ
り
、
国
内

の
一
部
で
は
教
育
機
会
が
優
先
さ
れ
る

情
勢
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
シ
リ
ア
に

お
い
て
も
同
様
で
、
フ
ラ
ン
ス
委
任
統

治
の
時
期
に
導
入
さ
れ
た
近
代
学
校
教

育
制
度
（
六
・
三
・
三
制
、
九
年
間
の

無
償
義
務
教
育
な
ど
）
を
維
持
し
、
イ

ス
ラ
ー
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
宗
教

教
育
を
保
証
し
て
い
る
が
、
内
戦
下
で

は
教
育
機
会
が
極
め
て
限
定
的
で
あ

る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
二
〇
〇
二
年

三
月
か
ら
新
体
制
で
教
育
制
度
が
始
め

ら
れ
、
教
育
復
興
を
重
視
し
た
。
そ
の

結
果
、
女
子
教
育
が
禁
止
さ
れ
て
い
た

時
期
に
四
％
（
一
九
九
九
年
）
ま
で
落

ち
た
女
子
の
就
学
率
は
、
二
〇
〇
九
年

に
は
八
四
％
に
上
昇
し
た
。
現
行
教
育

制
度
は
六
・
三
・
三
制
で
、
二
〇
〇
四

年
の
新
憲
法
に
よ
っ
て
学
士
課
程
ま
で

の
無
償
制
、
女
子
教
育
、
識
字
教
育
の

重
視
、
統
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
制
定
な

ど
が
設
定
さ
れ
た
。
現
在
は
私
立
学
校

も
設
置
さ
れ
る
が
、
目
下
、
教
育
行
政

組
織
の
脆
弱
性
、
校
舎
や
教
員
の
不
足
、

地
域
間
格
差
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

●
こ
れ
か
ら
の
教
育
開
発
の
視
点

教
育
普
及
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
中

東
地
域
で
は
女
子
教
育
が
促
進
さ
れ
、

男
女
差
が
無
く
な
っ
た
こ
と
、
大
学
に

も
多
く
の
女
子
が
進
学
し
て
い
る
こ
と

な
ど
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
イ

ス
ラ
ー
ム
教
育
を
求
め
る
者
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

他
方
、
日
常
生
活
は
平
和
で
あ
っ
て
も
、

あ
る
時
、
あ
る
場
所
で
は
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
の
状
況
で
あ
り
、
教
育
開
発
以

前
に
人
間
の
安
全
保
障
の
点
か
ら
決
し

て
望
ま
し
い
状
況
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
標
準
化
さ
れ
た

教
育
内
容
だ
け
が
教
育
開
発
の
目
標
で

な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
長
い
教
育
の

歴
史
を
持
つ
地
域
に
お
い
て
、
西
洋
近

代
化
と
は
や
や
異
な
る
価
値
体
系
を
求

め
る
市
民
が
多
く
な
る
と
、
教
育
内
容

や
教
育
の
質
保
証
に
お
い
て
、
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
に
な
る
。
先
進
国
の
国
内
で
も
イ

ス
ラ
ー
ム
と
の
葛
藤
が
生
じ
る
今
の
時

代
、
教
育
開
発
を
進
め
よ
う
と
す
る
国

際
社
会
や
国
内
の
教
育
課
題
を
抱
え
る

私
た
ち
は
、
教
育
政
策
や
内
容
が
国
家

に
よ
っ
て
の
み
統
制
さ
れ
る
こ
と
の
リ

ス
ク
も
認
識
す
べ
き
あ
ろ
う
。

（
ま
る
や
ま　

ひ
で
き
／
国
立
教
育
政
策

研
究
所
国
際
研
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協
力
部
総
括
研
究
官
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